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研究成果の概要： 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,100,000 0 1,100,000 

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,000,000 570,000 3,570,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目： 言語学・英語学 
キーワード：英語、言語学、音韻論、エレメント理論 
 
１．研究開始当初の背景 
 
長年にわたり，分節表示理論の主流である
SPEタイプの素性は，その生成能力において，
厳しい制限が見られないため，音韻現象を記
述することはできても，文法性をその表示か
ら説明するのは難しい．この現状を踏まえ，
最近では，エレメント理論による音韻分析が
脚光を浴びるようになった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究の主な目的は，英語の音構造を説明す
るための音韻知識に関するモデルを構築し，
発展させることにあった．特に，SPE 理論や
最適性理論に見られる諸問題の大半を解決
するために，（エレメントを用いた）分節内
構造と超分節構造を統合したモデルの考案
をした． 

３．研究の方法 
 
主に，英語音の音響信号上の特性を，音韻現
象と照らし合わせることで，話し手と聞き手
の共有する言語学的情報を特定化した． 
その情報をもとにしてエレメント理論を発
展させ，英語音の多様性を説明するための表
示モデルを構築した． 
 
４．研究成果 
 
エレメントが音響信号上でどのように具現
化されるかを，母音を中心に特定化し，その
結果を援用し，英語の異なる（方言の）母音
体系を説明した．また，考案したモデルを用
いることで SPE タイプの素性理論では，説明
できなかったより複雑な母音体系も，生成能
力に厳しい制限を課した状態で，説明するこ
とが可能となった． 
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